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状化ポ テ ン シ ャ ル を評価す る方法 を調べ た もの で あ る。ま

た供試体作成法の 違い が ，砂 の 液状化に 及 ぼす影響も同時

に 調 べ て い る 。 結論を要約する と，1， 液状化 ポ テ ン シ ャ

ル は，締ま り程度が中位の 砂 に 対 して は，応力制御試験 と

ヒ ズ ミ制御試験 で 同 じ結果 が 得 られ る 。 2． 砂の 種類と密

度を同じに して ，供試体作成法の 違い を比 較す る と， wet

rodding 法 （含水比約 8 ％ の 湿潤砂をモ ー
ル ド中に 注ぎ込

む） に よ る もの は，dry　vibration 法 （乾燥砂をモ ー
ル ド

中に 注 ぐ）で 作成した供試体 に 比 べ て ，セ ン 断剛性率 ， 液

状化 ポ テ ン シ ャ ル と もに 顕著 な増加がみ られ る 。
し か し 減

衰定数に は ，こ の よ うな差が み られ な い
。 そ の他 ， 過剰間

ゲキ水圧 の 上昇 に つ い て も触れ て い る 。 （訳 ： 柴田徹）（英

文，図 ： エ0，参考文献 ： 12）

有限深 さ粘土層の 平面 ヒ ズ ミ圧 密

　　　　　　　　　　　　　　　　 山 口 柏樹 ・村上幸利

キ
ー

ワ
ーズ ： 圧密／間ゲ キ圧／ダイ レ イ タン シ

ー／沈下／

粘性土／粘土／飽和／模型実験　IGC ： D5／D6／E2

　Biot の 三 次元圧密理論 を基礎理論 と し て ， 有限厚さを

もつ 粘土層 の 多次元圧密 ， 特 に 平面 ヒ ズ ミ 圧密問題 が取 り

扱わ れ る。理論解析 の 結果 ， 荷重条件や粘土粒子骨格に つ

い て の ボア ソ ン 比値に よ っ て は，沈下が テ ル ツ ァ
ーギの

一

次元圧密よ り遅れ る場合があ る こ とが示 され る。こ の 遅れ

は，そ の 定量的特 性か ら考えて，過 剰間ゲ キ 圧 の Mandel−

Cryer．効果 と大い に関係があ る と推察 され る。そ こ で ， こ

の 両者を関連づ けて ， そ の 物理的原因が考察され る 。

　ま た，こ の Mande1 −Cryer 効果 を も 含 め た 過剰水圧 の

挙動が，粘土の ダイ レ イ タ ン シー効果 を考慮 に 入れ なが ら ，

説明 され る。

　 こ れ らの 理 論的 考察 の 妥当性 を裏づ け る た め に，他研究

者がす で に発表して い る 理論 ・実験結果，な らび に，本研

究で 行な わ れ た モ デル 実験結果が示 され る 。

　 こ の 結果，Biot 理 論 が 多次元圧 密につ い て 充分 に 満 足

の い く説明をす る こ とが結論 され る 。 （英文 ，図 ： 13，表 ：

1， 参考文献 ； 10）

粘土 の 力学 的性質 に及 ぼす含水 量 の影 響に関する実

証的研 究一 pF 　4．2 を中心と して
一

　　　　　　　　　　　　　　　　 岸 上 定 男 ・高橋 　悟

キーワ ーズ ； 匡縮／含水量／直接セ ン断試験／土 中水／粘

性土／粘着力　IGC ： D2／D5／D6

　土 の 含水量 を，水 が土 粒子表面 に 付着す る 力 つ ま り pF

値 で 表 わ し ， pF 　4．　2 を中心 と し た色 々 な 含水状態 の 粘土

供試体 に つ い て ， 直接 セ ン 断 お よ び圧縮試験 を行な っ た。

そ の 結果 ， 粘土 の 力学的性質 の 変移点は ，従来漠然 と指摘

され て い た よ うに ， 土中に 自由水がなくな り吸着水 の み と

な る pF 　4．2 で は な く， そ れ よ り少 し前 の pF 　4．　O− 4．1 附

近に あ る こ とが わ か り ， その 意味づ けを試 み た
。
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　ま た こ の 変移点 に お ける 土粒 子 表面の 水膜厚さは 約 30

A と計算され た 。 （和文 ， 図 ： 14， 表 ： 5， 参考文献 ： ユ2）

ブライ ： ドシ
ー

ル ドの推進力と周辺地盤の挙動 に関

する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤冨雄 ・松井　保

キーワーズ ： 塑性／土圧／ ト ン ネ ル ／軟弱地盤／粘性土／

変形ノ模型実験／ レ オ ロ ジー　IGC ： H5

　ブライ ン ドシ
ー

ル ド推進時の 周 辺 地盤 を塑性流動体と仮

定した 塑性流動理 論お よび 周 辺 地盤が Mohr −Coulomb の

破壊条件式 を満 足 す る塑性状態に ある と仮定した 塑性変形

理論に よ っ て ，ブ ライ ン ドシ
ー

ル ド推進力を理論的 に 解析

す る 。
つ ぎに ，模型実験に よ りシ

ー
ル ド周辺 地盤 の 挙動を

確認す る こ とに よ り，推進力発生 の メ カ ニ ズ ム を解明し ，

地表面 へ の 影響 に つ い て も検討す る 。 さ らに ，提案した ブ

ライ ン ドシ
ー

ル ド推進力の 理 論算定式 の 妥当性を検証 する 。

　そ の 結果得 られ た 主 な結論は 以 下 の とお りで あ る。 すな

わち，シ
ー

ル ド先端部の 粘土は，中心角 90
°

の 厚肉中空球

部に お い て ，推進時に定常的か つ 求心的な塑性流動状態に

あ る 。 粘土の 含水状態，土 カ ブ リ厚に 応 じ，推進速度，開

口 比 を適当に 選 択す る こ とに よ り，シ ール ド推進に 伴 う地

表面 へ の 影響 を無 くす る こ とは 可能 で ある 。 軟弱 な粘土地

盤 に お け る ブ ライ ン ドシ
ー

ル ドの 推進力 は塑性流動理論 に

よ っ て 算定で き る。た だ し，そ の 際の 土圧項は，粘土 が開

口部 に流入 しに くくな る に したが っ て 静的 な 土圧 か ら受働

的な土圧 に 変化 させ て 適用す る 。 （和文，図 ： 13 ， 表 ： 3，

写真 ： 6， 参考文献 ： 10）

有明粘土 の 異方性 に つ い て

　　　　　　鬼塚 克 忠 ・林 重 徳 ・平 田登 基 男 ・村 田 重 之

キ
ー

ワ
ーズ ： 圧縮強さ／異方性／応カ

ー
ヒ ズ ミ曲線／過圧

密／ ク リ
ープ／セ ン 断強さ／チ ュ ウ積昼／土 の 構造／粘性

土 　 IGC ： DO

　本論文 で は ま ず こ れ ま で の 土 の 異方性 に 関す る内外 の 研

究 に つ い て 概括 し た。そ して 有明 の チ ュ ウ積粘土を試料と

し て ，電子顕微鏡観察，X 線回析，乾燥水浸，一
軸 ク リー

プ ，

一
軸圧縮 ， 三 軸圧縮，一

面セ ン 断，圧密，透水 な どの

試験 を行ない ， 構造，変形，強度，圧密，透水 の 諸特性 の

異方性に つ い て 相関的か つ 系統的 に 明 らか に す る と と もに ，

試料の 圧密先行荷重 を変化 させ，土 の 異方性 の 原因 につ い

て も解明 を試み た。そ の 結果 ， 〔1｝土 の 構造異方性 は ミ ク ロ

な粒子 レ ベ ル で よ りマ ク ロ な 団粒 レ ベ ル で 明確 に は 握 で き

る こ と ， ｛2ゆ り一プ変形 は ス ベ リ面 が タイ 積面 と ほ ぼ一
致

す る とき最 も大 きくな る こ と，〔3隋 明粘土の va合水平方向

の 圧縮強度は 鉛直方 向の そ れ の O．　69〜O．　89 倍 に す ぎ ず，

こ の 強度異方性 は 粘着成分 に大 きく支配されて い る こ と，

（4冰 平 方向の 圧縮強度を与 え る 軸 ヒ ズ ミ は ，鉛直方 向の そ

れ の 約 2 倍 に も達す る こ と，  以上 の 異方性 が 圧 密先行荷

土 と基礎，24− 9 （223）
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